
大阪府献血推進審議会適正使用対策部会 
 
 
                                               日 時：平成２７年１２月１１日（金） 

午後２時３０分から午後４時 
                                                       場 所：大阪赤十字会館４０２会議室 
 
 

次 第 
 
 
１．委員の紹介 
 
 
２．議 題 

 

 （１）平成２７年度の献血状況と需給状況について 

    

 

 

 （２）第１６回輸血療法委員長会議について 
 
 
 
 （３）今後の大阪府献血推進審議会適正使用対策部会について 
 
 
 
  



献血していただいた血液は、医療機関に送られ、がん、血液や造血器の病気、各種感染症、

やけど、交通事故などの患者さんの治療に幅広く使用されます。

 ･血漿分画製剤に必要な血漿量は、全国で
　91万リットル(平成27年度)です。

・血液センターでは、医療
　機関へ供給されず、期
　限切れなどにより、輸血
　に使われなかった血液
　の血漿成分を、すべて
　血漿分画製剤の製造の
　ために使用しています。
　

 ・医療機関では患者さんの病気や症状に ・１単位は、約200mLの血液から得ら

  よりそれぞれ血液製剤が輸血されます｡  れる各製剤の量です。

平成27年度　献 血 目 標

＊より一層の安全性向上のため、
４００ｍL献血の献血目標割合を、
９５．０％（全血献血中構成比）とし
ました。
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２９６，５００単位 

血小板製剤 
  ７７８，８００単位 

総供給数 
  １，６１５，７００単位 

赤血球製剤 
 ５４０，４００ 単位 

輸血用血液確保目標量 
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原料血漿確保目標量 
６４，６９２リットル 

４００ｍL献血 
６９．２％ 

血液センター 献血ルーム
移動採血車

(ｵｰﾌﾟﾝ献血含む)

200mL 13,980 2,796 211 7,051 6,718
400mL 265,480 106,192 6,865 112,899 145,716
血　漿 35,620 34.2% 16,041 1,995 33,625 0
血小板 68,400 65.8% 27,359 6,388 62,012 0

383,480 152,388 15,459 215,587 152,434合　計

成分献血 27.1%

採血場所別献血者目標（人）

69.2%

献血量（L)

3.6%
全血献血

平 成 ２７年 度 献 血 目 標

献血者数
（人）

構成比（％）



  

年  度 　　21年度 　　22年度 　　23年度      24年度      25年度      26年度

２００ｍL献血 18,991 4.7% 21,829 5.3% 17,093 4.4% 17,072 4.4% 17,681 4.6% 16,556 4.3%

４００ｍL献血 259,817 64.5% 269,222 65.6% 270,673 69.5% 265,148 67.8% 260,339 67.0% 265,979 68.8%

成分献血 123,867 30.8% 119,359 29.1% 101,535 26.1% 108,733 27.8% 110,320 28.4% 104,317 27.0%

合  計 402,675 100.0% 410,410 100.0% 389,301 100.0% 390,953 100.0% 388,340 100.0% 386,852 100.0%

全血に占める400比 93.2 ％ 92.5 ％ 94.1 ％ 94.0 ％ 93.6 ％ 94.1 ％

献血目標 379,040 人 385,480 人 402,925 人 411,777 人 404,006 人 398,299 人
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大阪府における年度別献血者数の推移 
成分献血 

４００ｍｌ献血 

２００ｍｌ献血 

献血量 

402,675 
390,953 388,340 386,852 410,410 

389,301 

KonishiIs
テキストボックス



大阪府　月別献血者数（人）
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
1,219 1,169 1,262 1,005 1,074 1,329 1,108
1,604 1,345 1,370 1,130 1,280 1,513 1,356 1,295 1,226 1,542 1,567 1,328

21,973 22,387 22,063 21,365 22,382 20,658 21,843
23,212 22,255 20,337 21,747 24,053 20,545 21,776 21,481 22,125 23,617 22,502 22,329
5,248 5,559 5,566 5,814 5,905 5,774 5,816
5,623 5,691 5,822 5,844 5,985 5,568 5,347 5,459 5,568 5,456 4,918 5,592
3,136 3,720 3,560 3,699 3,999 3,586 3,670
3,070 3,483 3,229 3,057 3,467 3,232 3,170 3,045 2,510 2,899 3,062 3,220

31,576 32,835 32,451 31,883 33,360 31,347 32,437
33,509 32,774 30,758 31,778 34,785 30,858 31,649 31,280 31,429 33,514 32,049 32,469

上段は平成27年度
下段は平成26年度
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大阪府における月別献血者数の推移（平成27年度・平成26年度） 
献血者数_26年度 

献血者数_27年度 

献血量_26年度 

献血量_27年度 

献血量 

献血者数 



年  度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度
全 血 製 剤 22 0 0 0 0 0
赤 血 球 製 剤 500,521 510,296 522,611 525,822 532,088 531,242
血 小 板 製 剤 700,311 693,497 716,413 756,157 785,322 750,254
血 漿 製 剤 260,151 258,280 279,274 291,528 296,943 302,771

合  計 1,461,005 1,462,073 1,518,298 1,573,507 1,614,353 1,584,267
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大阪府における年度別供給単位数の推移 
血漿製剤 
血小板製剤 
赤血球製剤 
全血製剤 

1,614,353 

 1,518,298 
1,584,267 

1,461,005 1,462,073 
1,573,507 



大阪府　月別供給単位数

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

44,685.0 41,853.0 44,909.0 45,178.0 43,600.0 43,593.0 44,367.0

43,966.0 45,156.0 44,336.0 44,642.0 41,612.0 42,810.0 44,299.0 42,716.0 47,642.0 45,534.0 42,829.0 45,700.0

61,035.0 62,920.0 65,300.0 66,185.0 63,289.0 65,673.0 65,210.0

61,860.0 64,352.0 64,237.0 64,780.0 61,120.0 60,505.0 61,210.0 59,215.0 68,725.0 61,555.0 60,090.0 62,605.0

23,288.0 23,492.0 25,282.0 25,096.5 24,140.5 23,967.0 25,336.0

24,467.0 26,069.5 25,134.0 24,664.5 24,937.0 22,517.0 21,808.5 25,774.5 29,651.5 26,173.5 25,064.5 26,509.0

129,008.0 128,265.0 135,491.0 136,459.5 131,029.5 133,233.0 134,913.0

130,293.0 135,577.5 133,707.0 134,086.5 127,669.0 125,832.0 127,317.5 127,705.5 146,018.5 133,262.5 127,983.5 134,814.0
上段は平成27年度
下段は平成26年度
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大阪府における月別供給単位数の推移（平成27年度・平成26年度） 
27年度 

26年度 



年  度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度
全 血 製 剤 1,079 897 757 694 919 208
赤 血 球 製 剤 6,319,640 6,513,480 6,573,768 6,539,271 6,505,349 6,486,093
血 小 板 製 剤 8,483,614 8,786,564 8,842,777 9,050,568 9,134,883 9,090,115
血 漿 製 剤 3,136,648 3,172,104 3,299,035 3,267,206 3,231,065 3,214,477

合  計 17,940,981 18,473,045 18,716,337 18,857,739 18,872,216 18,790,893

17,940,981  18,473,045  18,716,337  18,857,739  18,872,216  18,790,893  
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全国における年度別供給単位数の推移 
全血製剤 

赤血球製剤 

血小板製剤 

血漿製剤 



全国　月別供給単位数

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

10.0 18.0 4.0 20.0 10.0 10.0 6.0

31.0 7.0 25.0 13.0 18.0 16.0 22.0 20.0 29.0 1.0 18.0 8.0

547,943.0 512,043.0 539,742.0 545,013.0 522,177.0 517,732.0 543,587.0

543,648.0 540,138.0 527,788.0 547,612.0 516,550.0 532,040.0 561,780.0 517,895.0 577,697.0 551,937.0 510,703.0 558,305.0

744,696.0 733,745.0 758,526.0 791,344.0 760,879.0 749,773.0 759,320.0

749,726.0 754,299.0 747,356.0 775,607.0 755,827.0 758,492.0 775,314.0 732,616.0 795,718.0 746,197.0 715,241.0 783,712.0

271,587.0 251,066.5 266,950.0 272,140.5 256,537.0 245,387.0 268,033.0

261,878.0 259,653.5 263,958.5 269,849.0 259,402.0 265,213.5 268,504.5 267,888.5 288,596.5 277,103.0 252,148.5 280,284.0

1,564,236.0 1,496,872.5 1,565,222.0 1,608,517.5 1,539,603.0 1,512,902.0 1,570,946.0

1,555,283.0 1,554,097.5 1,539,127.5 1,593,081.0 1,531,797.0 1,555,761.5 1,605,620.5 1,518,419.5 1,662,040.5 1,575,238.0 1,478,110.5 1,622,309.0
上段は平成27年度
下段は平成26年度
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全国における月別供給単位数の推移（平成27年度・平成26年度） 
27年度 

26年度 



第１６回 輸血療法委員長会議 プログラム （案） 
 
 

主催 大阪府 
大阪府赤十字血液センター 

 
後援 一般社団法人 大阪府医師会 

一般社団法人 大阪府病院協会 
一般社団法人 大阪府私立病院協会 

 
 

日 時  平成２８年３月１１日 午後２時～４時 
 
 
場 所  大阪赤十字会館  
     大阪市中央区大手前２丁目１番７号 

  
      
   講演等 

   座長 一般社団法人 大阪府医師会 副会長 中尾 正俊 
 

１ 輸血療法にかかる診療報酬の査定について（３０分＋質疑５分） 

近畿大学医学部 血液・膠原病内科 教授 松村 到 

 

 

     ２ 適正使用（血液製剤の使用指針等）について（３０分＋質疑５分） 

            慶応義塾大学医学部輸血・細胞療法センター 教授 半田 誠 

 

 

３ 輸血前後の感染症検査について（３０分＋質疑５分） 

愛染橋病院 麻酔科 福光 一夫 

 

 



輸血療法委員長会議歴代内容

第１回 第２回 第３回 第４回 第５回 第６回

平成12年11月17日 平成13年11月16日 平成14年11月1日 平成15年11月1日 平成16年11月15日 平成17年10月28日

開催形式 講演 講演・シンポジウム 講演 見学・講演 講演 講演

講話：血液事業の現況
矢内純吉（大阪府赤十字血
液センター所長）

講演：「診療報酬明細書より
見た血液製剤の使用状況」
永原　暹（大阪府社会保険診
療報酬支払基金　専任審査
員）

講演Ⅰ「輸血療法と血液管
理」
通堂　満（大阪赤十字病院第
三内科部長）

見学：日本赤十字社血液管
理センター（NAT検査、福知
山市）の見学

講演Ⅰ「供血者からの遡及調
査結果について」、「輸血用
血液等の遡及調査に関する
ガイドラインについて」
谷　慶彦（大阪府赤十字血液
センター副所長）

講演Ⅰ「国における血液製剤
の適正使用推進について」
中山　鋼（厚生労働省医薬食
品局血液対策課　課長補佐）

講演「血液製剤の適正使用」
高橋孝喜（虎の門病院輸血
部長）

シンポジウム：メインテーマ
「輸血療法委員会の設置とそ
の目指すもの」
二永英男（大阪脳神経外科
病院副院長）
美馬　昴（きっこう会多根総合
病院副院長）
宮田茂樹（国立循環器病セン
ター輸血管理室医長）
岸本裕司（関西医科大学附
属病院輸血部助教授）

講演Ⅱ「血液センターのvirus
スクリーニングの現状」
柴田　弘俊（大阪府北大阪赤
十字血液センター所長）

講演Ⅰ「薬事法及び採血及
び供血あつせん業取締法の
改正について」
泉　博子（大阪府健康福祉部
薬務課）

講演Ⅱ「特定生物由来製品
の記録について」、「生物由
来製品感染等被害救済制度
について」
泉　博子（大阪府健康福祉部
薬務課総括主査）

講演Ⅱ「occult HBV infection
の病態」
結城　暢一（独立行政法人国
立病院機構大阪医療セン
ター 消化器科医長）

講演Ⅲ「C型肝炎の現状と治
療」
益澤　学（大阪警察病院副院
長）

講演Ⅱ「血液製剤の遡及調
査について」
柴田　弘俊（大阪府赤十字血
液センター所長）

事務連絡 第３回「輸血療法
にかかるアンケート調査結果
報告について」

（伝達事項）「輸血時のウイル
ス検査について」
永原　暹（大阪府社会保険診
療報酬支払基金　専任審査
員）

第２回輸血療法にかかるアン
ケート集計結果

参加施設数 ７８施設 ８０施設 ６９施設 ５９施設 ６８施設 ７５施設

参加者人数 ８７名 ９７名 ７６名 ５９名 ８４名 ９８名

医師 ６３名 ５０名 ４７名 ３７名 ３６名 ５３名

薬剤師 ８名 １５名 ４名 ５名 １１名 ８名

臨床検査技師 １６名 ３１名 ２５名 １６名 ３５名 ３３名

その他 ０名 １名 ０名 １名 ２名 ４名

内容



輸血療法委員長会議歴代内容

第７回 第８回 第９回 第１０回 第１１回 第１２回

平成18年11月2日 平成19年10月31日 平成20年11月14日 平成21年12月15日 平成22年11月5日 平成24年3月22日

開催形式 講演 講演 講演 講演 講演 講演＋見学会

講演Ⅰ「輸血に関する保険診
療上の問題点」－適正輸血
の推進を目指して－
脇本　信博（帝京大学医学部
整形外科講師）

講演Ⅰ「血液製剤の国内自
給と血漿分画製剤の適正使
用について」
武末　文男（厚生労働省医薬
食品局血液対策課　課長補
佐）

講演Ⅰ「輸血におけるリスク
マネジメントと副作用収集シ
ステムの確立」
河野　武弘（大阪医科大学輸
血室長）

講演Ⅰ「日赤の安全対策の
現状と新型インフルエンザ」
百瀬　俊也（日本赤十字社血
液事業本部　安全管理課長）

講演Ⅰ「血液行政における最
近のトピックス」
難波江　功二（厚生労働省医
薬食品局血液対策課　課長
補佐）

講演Ⅰ「院内で取り組む安全
な輸血療法について」
倉田　義之（四天王寺大学
（前大阪大学医学部附属病
院輸血部長）、日本輸血・細
胞治療学会I&A委員会）

講演Ⅱ「健康被害救済制度
について」
宮崎　生子（独立行政法人
医薬品医療機器総合機構
健康被害救済部調査課長）

講演Ⅱ「血液事業の現状に
ついて」
柴田　弘俊（大阪府赤十字血
液センター所長）

講演Ⅱ「血液事業の業務集
約化の現状について」
柴田　弘俊（大阪府赤十字血
液センター所長）

講演Ⅱ「献血の現状と新型イ
ンフルエンザ対策」

講演Ⅱ「ＸＭＲＶの最近の話
題」
古田　里佳（大阪府赤十字血
液センター研究部　研究二課
長）

講演Ⅱ「わが国の血液事業
について」
新村　浩幸（厚生労働省医薬
食品局血液対策課　需給専
門官）

事務連絡　第４回「輸血療法
にかかるアンケート調査結果
報告について」

事務連絡　第５回「輸血療法
にかかるアンケート調査結果
報告について」

菅原　拓男（日本赤十字社血
液事業本部　献血推進課長）

情報提供　「呼吸困難症例
（TRALIとTACO）について」
谷　慶彦（ 大阪府南大阪赤
十字血液センター　所長）

見学会
日本赤十字社　近畿ブロック
血液センター

参加施設数 ７５施設 ７２施設 ５９施設 ６４施設 ５９施設 ６７施設

参加者人数 ８５名 ８２名 ６６名 ７２名 ７８名 ８５名

医師 ４１名 ３３名 ２６名 ２９名 ３９名 ２６名

薬剤師 ５名 １２名 ７名 ８名 ３名 １７名

臨床検査技師 ３５名 ３７名 ３２名 ３５名 ３５名 ３４名

その他 ４名 ０名 １名 ０名 １名 ８名

内容



輸血療法委員長会議歴代内容

第１３回 第１４回 第１５回

平成25年3月6日 平成26年3月3日 平成27年3月18日

開催形式 講演 講演 講演
講演Ⅰ「医療機関における輸血
管理料への取り組みについて」
阪本　親彦（（医）生登会　寺元
記念病院　血液内科　内科医
長）

Ⅰ「平成25年度輸血療法に係る
アンケート調査結果について」
大阪府健康医療部薬務課

Ⅰ血液製剤の廃棄率減少の取
り組みについて
社会医療法人　生長会　府中病
院　臨床検査室　主任　三平　り
さ

講演Ⅱ「平成２４年度診療報酬
改定～血液事業の方向性と輸
血関連の改定事項～」
笠松　淳也（厚生労働省医薬食
品局血液対策課　課長補佐）

Ⅱ「輸血後感染症対策につい
て」
田守　昭博（大阪市立大学大学
院医学研究科　肝胆膵病態内
科学・輸血部　准教授）

Ⅱ輸血療法とHIVについて
独立行政法人　国立病院機構
大阪医療センター
HIV/AIDS先端医療開発セン
ター　センター長　白阪 琢磨

講演Ⅲ　「血液事業の現状につ
いて」
大阪府赤十字血液センター　所
長　神前昌敏

Ⅲ「生物由来製品感染等被害救
済制度について」
大島　雅和（（独）医薬品医療機
器総合機構　健康被害救済部
企画管理課　課長代理）

Ⅲ将来の血液製剤について
（iPS細胞の可能性等）
京都大学iPS細胞研究所　基盤
技術研究部門　教授　木村　貴
文

Ⅳ「移植医療と血液需要の動
向」
河　敬世（日本赤十字社近畿ブ
ロック血液センター　所長）

事務連絡
大阪府赤十字血液センター　所
長　神前　昌敏

参加施設数 ８７施設 ７４施設 ８５施設

参加者人数 １００名 ９０名 １１６名

医師 ３０名 ３１名 ２７名

薬剤師 １２名 １１名 １７名

臨床検査技師 ５５名 ４６名 ６３名

その他 ３名 ２名 ９名

内容



（大阪府の取組み） 
・平成１２年度 
 ○血液対策懇談会設置 
  輸血療法に係る調査の検討・実施 
  （２～３年毎にアンケート調査実施*） 
 ○輸血療法委員長会議の開催 
  ・輸血療法委員会の設置推進 
  ・指針の普及 
 
・平成２４年度 
 適正使用対策部会設置 
  （血液対策懇談会から名称変更） 
 
＊アンケート調査 
府内医療機関の輸血療法の現状や課
題を把握するため実施 
  ⇒集計結果は大阪府ＨＰで公表 
    （同規模の医療機関での参考に） 

今後の大阪府献血推進審議会適正使用対策部会について 
（背景） 
 日本のアルブミン製剤使用量 
   世界生産量の１／３（昭和６０年頃） 
 
 旧厚生省 使用基準/指針を作成周知 
 
        使用量減少 
 
しかし、使用量は減少するが、 
・国際的に、使用量が高い水準で 
・国内使用量に都道府県格差がある 
 
   適正使用の更なる推進 

（厚生労働省の取組み） 
 １．血液法による適正使用の推進 
   ⇒医療関係者への責務を追加 
 
 ２．各種指針の策定や改訂 
  ・血液製剤の使用指針等 
 
 ３．委員会の設置を推進 
  医療機関：輸血療法委員会 
  都道府県：合同輸血療法委員会＊ 
 
 
  （ 

 
 
＊大阪府における現在の適
正使用対策部会に該当 

 

アルブミン製剤の国内使用量の推移 



（現状） 
・過去の調査で、調査対象病院においては、現在、輸血療法委員会が設置され、各
種指針等が認知されている事が分かった。 
 →当初の目的は達成 
 
・アルブミン製剤の使用量が減少し、都道府県別使用量においても、近年、大阪府
の使用量に大きな変化がない。 
 →アンケート調査及び適正使用部会により十分な効果が得られた。 
 

 

  

 
   効果が認められたことから、これまでのアンケート調査は 
  終了。 
   今後の部会の進め方についてご意見をお願いいたします。 
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